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１．概要（Summary） 

細胞を大面積にわたって高密度に制御するために、液

晶ディスプレィに用いられる薄膜トランジスタつきのガラス

基板上にマイクロ流路を形成する手法を検討した。この手

法によれば、30 µm（大き目の細胞の大きさと同程度の密

度）ピッチという非常に密度の高い、光透過性のある電極

アレイを、大面積（数十センチメートルまで）にわたって用

意できる。 
 

２．実験（Experimental） 
 薄膜トランジスタ付きガラス基板を加工し、PDMS 製の

マイクロ流路を貼り合わせて、µ-TAS 装置を開発した。第

一サンプルを作製する際に、透明電極（ITO）をエッチン

グする必要があったが、研究室のクリーンルームでは導入

していない薬品が必要であった。薬品管理は年々厳格に

なっており、一回の試験のために購入することが憚られた

が、ナノテクノロジー・プラットフォーム東京大学拠点では

導入してあり、直ちに利用可能であることがわかったので、

同拠点のドラフトチャンバーにおいてそちらを利用した。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 東大拠点の薬品を利用して ITO エッチングには成功し、

トランジスタアレイを得ることはできた。アクセス電極の幅

が 10 µm 未満と非常に狭く、第一サンプルでの実験には

至らなかった。その後実験室のプローバで接続可能な幅

広の電極パッドが利用可能なサンプルを用い、実験に用

いた。薄膜トランジスタのソース / ドレイン電極を

Dielectrophoresis (DEP) 用の電極として用い、細胞に

見立てたマイクロビーズの位置制御実験に成功した。 

 

 
Fig. 1 Schematic illustration of µ-TAS on TFT (thin-film- 

transistor) and visual experimental results of dielectrophoresis 

of micro beads 
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